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中
岩

円

月

(
コ
ニ
○
O
I

二
二
七
五
)
は
詩

を
能

く

し

て

そ

の
作

詩

の
面

に
深

く

意

を
注

ぎ

、

唐

代

詩

壇

の
竜

象

た

る

李

白

(
七
〇

一
ー

七
六
二
)
・
杜
甫

(
七

=

丁

七
七
〇
)
・
白

居

易

(
七
七
ニ
ー

八
四
六
)、
そ

の
他

宋

代

の
蘇

東

披

(
一
〇
三

六
i

一
一
〇

一
)
.
黄

山

谷

(
一
〇
四
五

-

二

〇
五
)
、

遡

っ
て

東

晋

の
陶

淵

明

(
三
六
五
i
四

二
七
)
(
後
に
譲
る
)
等

の
詩

を
愛

諦

し

た

こ

と

が
窺

わ

れ

る
。

彼

の
李

.
杜

.
白

に

つ
い

て

の
詩

を

東

海

一
湛

集

(巻

一
)
に
徴

し

て
見

る

に
、

擬

古

の
詩

に

吾

愛

李

太

白

、

騎

レ鯨

捉

=明

月
↓
世

上

不
レ知

7仙

、

以

為
=水

中

没
↓
　

　

宇
宙

間
、

誰

復

比
一一風

骨
↓
万

里
秋

天

高

、

独

有

=梢

レ空
鵤

湘

と
あ

り
、

贈

昌張

学

士

一の
詩

の
中

に

'

夢

中

得

句

参

=李

杜
叫
郊

島

痩
寒

何

足

レ云

、

詩

之

於

遣

為

昌小

技

嚇
試

将
=大

道

一倶

相

論

。

と
あ

り
、

偶

看

社

詩

輔有

感

而

作

の
詩

の
中

に

久

廃

成

=野

趣

↓
早

涼

読

昌杜

詩
↓
男

児

功

名

遂

。

と

あ

り
、

三

月

旦
聴

三童

吟
昌杜

句

一有

7感

の
詩

に

二

月

己

破

三

月

来

、
少

陵

人

去

没
昌全

才

↓
春

風

不

レ管

風

騒

変

、

李

白

桃

紅

属
=別

裁

鴨

③

と

あ

り

、
更

に

奴
昌老

杜

戯

作

二俳

階

体

あ

詩

が

あ

る
。

文

で

は

あ

る

が
、

江

湖
勧

詰

実

翁

嘲住

=浄

妙

一疏

の
中

に

璽
く以

レ苦

7吟

、

為

レ問
昌杜

甫
鱒

(東
海

一
湿
集
、
巻

二
)

と
あ

る
。

白

居

易

に

つ
い

て

は

ゆ
止

止

篭

前

来

禽

著

レ花

、

花

容

頗

似

昌蒼
萄

哨
而
粧

淡

紅

可
7愛

也
、

故

=楽

天
体

嚇
作

=来
禽

ハ
嘲

=蒼

萄

刈

と
題

す

る

七
絶

の
詩

(同
上
、
巻

一
)
が

あ

る
。

な

お

、
彼

は
文

明
軒

雑

談

(同

上
、
巻

三
)
に
於

い

て
、

蘇

東

披

と

黄

山

谷

と

の
詩

を
引

載

中
岩
円
月
の
中
国
文
学
的
背
景

(久
須
本
)

一
四
五



一
四
六

し
、
蘇

・
黄
の
詩
は
頒
で
あ
る
か
詩
で
あ
る
か
に
つ
い
て
次
の
如
く
評
し
て
い
る
。

東
披
題
二湯
次
公
薫
詩
一云
、
薫
本
蘭
之
族
、
依
然
臭
味
同
、
曽
為
=水
仙
偏
↓
相
識
楚
詞
中
、
幻
色
羅
レ非
レ実
、

真
香
亦
寛
空
、
云
何

起
微

酸
鼻
観
已
先
通
、

今
時
禅
和
子
、

以
二煩
詩
一為
昌分
別
↓
以
=細
巧
娚
柔
者
↓
謂
レ之
為
レ詩
、

以
=粗
強
直
条
之
語
一名
乏

為
レ頬
、

且
用
=仏
祖
言
語
一乃
為
レ頒
、
如
蘇

黄
二
公
詩
嚇
為
7頒
耶
亦
為
レ詩
也
、
幻
色
非
レ実
、
鼻
観
先
通
、
固
似
レ煩
也
、
黄
亦
有
諸

日
、
山

谷
詩
日
、
海
上
有
入

逐
レ鼻
、
天
生
鼻
孔
司
南
、
但
印
=香
厳
本
寂
↓
不
一一必
叢
林
偏
参
鴨

上
掲
に
於
け
る
彼

の
李

・
杜

・
白

・
蘇

・
黄

・
陶
の
詩
に
徴
し
て
、
殊
に
李

・
杜
の
詩
を
深
く
愛
読
し
、
如
何

に
李

・
杜
を
私
淑
し

崇
尚
し
た
る
か
が
窺
わ
れ
る
と
共
に
、
そ
の
抱
負
の
非
凡
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

中
岩
の
作
詩
を
見
る
に
、
古
詩
に
於
い
て
は
、
特
に
五
言
古
詩
に
長
じ
、
そ
の
作
数
に
於
い
て
も
、
古
詩
四
十

三
首
の
中
、
五
言
古

詩

が
三
十

一
首
、
七
言
古
詩
が
十
二
首
に
し
て
、
五
言
古
詩
が
遙
か
に
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
彼
は
古
詩
に
於

い
て
専
ら
長
篇
大
作

に
意
を
用

い
、

五
言
古
詩

の
和
二儀
則
堂
韻
一謝
二珠
荊
山
諸
兄
見
ツ留
の
百
句
及
び

答
二不
聞
一の
八
十
句
の
如
き
は
そ
の
最
た
る
も
の
に
し

て
、
次
が
五
言
古
詩
の
和
二答
東
白
圃の
四
十
句
、
右
地
動
驚
而
作
レ之
、
其
晩
風
起
入
レ夜
、
旋
猛
且
雨
、

次
日
風
転
勤
、
勢
不
レ可
レ止
、

又
作
云
の
三
十
八
旬
、
瘡
疾
の
三
十
六
句
及
び
七
言
古
詩
の
春
雪
の
三
十
二
句
で
、
同
じ
く
七
言
古
詩
の
謝
レ恵
二青
甕
香
燈
一井
序
と
送
=

沢
雲
夢
一の
二
十
二
句
の
詩
が
そ
の
次
に
位
す
る
も
の
で
あ
る
。

古
詩
に
於
い
て
、

最
も
短
篇
の
作
は
古
詩
四
十
三
首
の
中
、

僅
か
五

言
古
詩
の
庚
午
三
月
東
陽
和
尚
書
所
レ見
詩
韻

・
題
二竹
堂
行
巻
一
・
擬
古
及
び
七
言
古
詩

の
兜
率
寺
晒
房
、
夜
為
天

風
雨
嚇
所
出縄
揺
↓
睡

醒
而
作
の
四
詩

(八
句
)
で
、
他
の
三
十
九
首
は
そ
れ
以
上
の
も
の
で
頗

る
長
篇
の
力
作
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
に
依

っ
て
如
何

に
彼
が
特
に
古
詩
に
於
い
て
そ
の
長
篇
の
作
詩
を
好
み
そ
れ
を
得
意
と
し
た
か
が
知
ら
れ
る
。



彼

の
五
言
古
詩
は
、
李
白
の
瓢
逸
奔
放
、
神
識
雄
遮
に
し
て
、
塵
俗
を
超
脱
し
た
道
家
的
風
格
を
描
写
し
て
余
す
所
な
き
も
の
と
い

う

べ
き
で
、
古
体
を
得
意
と
す
る
所
も
類
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
五
言
古
詩
に
於
け
る
擬
古
三
首

・
和
二祖
東
伝
一二
首

・
贈
嵩殉
白
石
一古

意

は
李
白
の
風
格
を
お
び
、
七
言
古
詩
に
於
け
る
遊
武

夷
山
二

寄
昌東
白
一
・
兜
率
寺
隔
房
、
夜
為
二大
風
雨
↓
所
一魏

揺
↓
睡
醒
而
作
も
、

能
く
そ
の
趣
を
模
し
て
い
る
と
い
え
る
。
七
言
古
詩
は
他
面
に
於
い
て
、
杜
甫
の
雄
峻
沈
欝
、
悲
涼
憂
痛
に
し
て
、
世
俗
的
な
儒
家
思

⑤

想

の
色
彩
も
お
び
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
春
雪
及
び
兜
率
寺
随
房
、
夜
為
=大
風
雨
暗
所
瀧

揺
↓
睡
醒
而
作
は
、
杜
甫

の
暴
風
歌
殊
に
檎

樹
為
嵐

雨
所
7抜
歌
及
び
茅
屋
為
二秋
風
所
"破
歌
に
比
す
べ
き
で
あ
り
、

送
二沢
雲
夢
一は
彼

の
遺
風
を
伝
え
る
も
の
と

い
え
る
。

五
言
古

詩

で
は
あ
る
が
、

答
木

聞
一及
び
和
昌儀
則
堂
韻
謝

昌珠
荊
山
諸
兄
見
"留
の
長
篇
は
、

縦
横
排
蕩
の
中
に
章
法
の
整
斉
た
る
も
の
が
あ
る

が
、

杜
甫
の
北
征
と
寄
=岳
州
費
司
馬
六
丈

・
巴
州
厳
八
使
君
両
閣
老
一五
十
韻
に
拠
る
も
の
と
も
い
え
る
。

李
白
は
紹
俗
的
に
し
て
豪

放

語
達
、
蕩
落
不
蕪
で
あ
り
、
杜
甫
は
現
世
的
に
し
て
温
厚
謹
直
で
あ

っ
て
、
共
に
性
格
を
異
に
し
思
想
も
相
反
し
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
中
岩
は
古
詩
に
於
い
て
李

・
杜

の
詩
風
を
兼
ね
た
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
両
詩
聖
が
六
朝

の
弊
風
を

一
掃
し
て
、
古
文
の

復
興
に
尽
し
、
古
体
を
重
視
し
た
の
と
軌
を

一
に
す
る
も
の
と
い
え
る
。

中
岩
は
長
篇

の
古
詩
に
長
じ
て
い
る
が
、
然
し
近
体
の
詩
と
い
え
ど
も
こ
れ
を
能
く
し
称
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
そ
の
作
数

一
七
四

首

に
達
し
、
量
に
於
い
て
古
詩
を
凌
駕
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

五
言
律
詩
は
、

そ
の
作
僅
か
に
十

一
首
で
、

殊
に
歳
晩
と
遊
二

赤

松
宮
喝の
詩
は
、
李
白
の
仙
風
を
彷
彿
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

七
言
律
詩
は
四
十
四
首
で
、

古
詩
と
殆
ん
ど
同
数
に
し
て
、

殊
に

寄
二前
大
理
藤
納
言
一
・
金
陵
懐
古

・
和
韻

相
城
懐
古
は
低
徊
悲
傷
の
趣
致
が
あ

っ
て
、
杜
甫
の
真
風
を
得
た
る
も
の
と
す
べ
き
で
、

そ

ゆ

の
金

陵

懐

古

は

絶

海

中

津

(
=
二
三
六
ー

一
四
〇
五
)
の
銭

塘

懐

古

に
類

し
、

送

毫紹
侍

老

之

竜

門

一も

盛

唐

の
風

を
擬

す

る

も

の
と

い
え

る

。
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一
四
八

五
言
絶
旬
は
た
だ
九
日
渡
海
作
が

一
首
、
六
言
絶
句
は
利
根
山
行
春
の
四
首
の
み
で
、
前
者
は
李
白
の
風
を
お
び
て
い
る
如
く
で
あ
る
。

同
じ
く
絶
句
で
は
あ
る
が
、
七
言
絶
句
の

一
一
一
首
に
比
し
、
五
言
絶
句
が
た
だ

一
首
に
過
ぎ
な
い
の
は
、
蓋
し
中
岩
が
五
絶

の
作
詩

を
好
ま
な
か
っ
た
た
め
、
意
を
弦
に
注
が
な
か
っ
た
こ
と
に
依
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
古
体

・
今
体
そ
の
作
詩
合

し
て
二

一
七
首
に
し

て
、
七
言
絶
句
は
そ
の
約
そ
半
数
を
占
め
て
い
る
の
は
、
中
岩
が
近
体
殊
に
七
絶
に
も
得
意
で
そ
れ
を
能
く
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と

す

べ
き
で
あ
る
。
七
言
絶
句
に
於
い
て
、
帰
郷
中
=留
博
多
輔寄
別
源
哺
・
厳
島

・
亀
山
の
詩
は
李
白
の
趣
が
あ
り
、

送
冨東
侍
者
之
昌相
城
一

.
和
漏別
源
韻
制
.
靹
津
の
詩
は
杜
甫
の
風
を
お
び
、
檀
浦
の
詩
に
於
け
る
封
侯
能
有
二幾
人
得
嚇
戦
骨
乾
枯
堆
昌白
沙
あ

句
は
、
晩
唐
の
曹

松
(九
〇
一
頃
)
の
己
亥
歳

(七
絶
)
の
詩
に
於
け
る
慧
レ君
莫
レ話
封
侯
事
、

一
将
功
成
万
骨
枯
の
句
を
翻
案
し
た
る
も

の
で
あ
る
。
次
に
中

岩

の
詩
を
古
近
両
体
に
分
け
て
、
そ
の
作
数
を
改
め
て
藪
に
表
示
す
れ
ぱ
次
の
如
く
で
あ
る
。

近 古
体 体一 一

絶 律
句 詩一

五
言
古
詩

七
言
古
詩五

言
律
詩

七
言
律
詩

五
言
絶
句

山ハ
晶蕎
絶
句

七
言
絶
句

ご堕二
　
}

四
三

∵

∵

■

中
岩
は
古
詩
に
長
じ
、
特
に
五
古
が
得
意
で
、
近
体
詩
に
於

い
て
も
七
律
と
七
絶
を
能
く
し
、
五
古
は
古
体
を
得
意
と
す
る
李
白
を
、



七
古
は
李
白
及
び
杜
甫
を
、
七
律
は
律
詩
を
得
意
と
す
る
杜
甫
を
、
七
絶
は
絶
句
に
於

い
て
唐
代
第

一
と
称
せ
ら
れ
る
杜
白
を
、
そ
れ

ぞ

れ
模
し
て
そ
の
真
風
を
得
て
い
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
古
体

・
近
体
を
通
じ
て
彼
の
詩
は
、
沈
雄
悲
壮
な
る
杜
甫
の
詩
風
と

瓢
逸
高
雅
な
る
李
白
の
詩
風
と
を
兼
ね
、
な
ら
び
に
杜
甫
の
儒
家
思
想
的
な
面
と
李
白
そ
の
他
、
白
居
易

・
蘇
…転
な
ど
の
道
家
思
想
的

な
面
と
を
お
び
て
い
る
と
い
え
る
。
五
山
詩
僧

の
雄
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
絶
海
は
、
義
堂
周
信
(
=
三
一五
-

一
九
八
八
)
と
同
じ
く
、
概

ね
中
晩
唐
を
以
て
準
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
中
岩
は
李

・
杜
を
学
び
盛
唐
を
以
て
則
と
な
し
て
い
る
。
弦
を
以

て
久
保
天
随
は
日

本
儒
学
史
に
於
い
て

詩
人
と
し
て
の
位
地
を
い
へ
ば
殆
ん
ど
絶
海
に
凌
駕
す
。
(
一
二
六
頁
)

と
、
中
岩
を
評
し
て
い
る
こ
と
は
宜
な
り
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
故
に
中
岩
の
詩
は
絶
海
と
比
肩
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
寧
ろ
彼
よ
り

優
位
を
占
め
て
い
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
中
岩
の
詩
に
徴
し
て
も
窺
見
せ
ら
れ
る
が
如
く
、
純
然
た
る
僧
家

の
詩
と
し
て
こ
れ

を
認
め
難
く
、
全
く
李

・
杜
の
如
き
在
俗
詩
人
の
風
格
を
具
え
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
北
村
沢
吉

「五
山
文
学
史
稿
」
に
於
い

て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

其
の
比
較
的
僧
規
を
脱
し
、
自
由
に
世
態
人
情
に
順
応
し
た
る
が
為
め
な
り
と
云
ふ
べ
き
也
。
即
ち
其
の
詩
を
取
り
て
其
の
人
の

性
格
を
見
る
べ
く
、
其
時
の
思
想
を
も
窺
ふ
べ
し
。
蓋
し
五
山
に
あ
り
て
は
以
て
唯

一
の
世
間
的
詩
人
と
称
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
な

り
。
絶
海
の
如
き
技
能
に
至
り
て
は
固
よ
り
優
れ
り
と
錐
も
、
時
代
と
接
触
し
た
る
も
の
幾
許
そ
や
。
予
故
に
中
岩
を
指
し
て
独

り
真
詩
人
の
風
あ
り
と
な
す
。
(壬

二
九
頁
)

玉
村
竹
二

「五
山
文
学
」

(日
本
歴
史
新
書
)
第
五
章
に
於
い
て
、

五
山
文
学
の
表
現
形
式
を
宗
旨
表
現
手
段

・
語
録
的
性
格

・
寺
制

中
岩
円
月
の
中
国
文
学
的
背
景

(久
須
本
)

一
四
九



一
五
〇

上
実
用

.
純
然
た
る
在
俗
文
学
の
四
種
に
分
類
し
て
い
る
が
、
中
岩
の
詩

・
文
は
前
三
部
類
に
入
る
も
の
で
な
く
、
在
俗
文
学
の
部
類

に
属
す
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。

中
岩
は
文
に
於
い
て
も
、
詩
と
同
じ
く
則
を
唐
に
と
り
、
六
朝
に
於
け
る
技
巧
を
弄
し
た
華
麗
な
る
修
辞
主
義

の
四
六
駐
麗
体
の
文

を
斥
罷
し
て
、
無
技
巧
的

.
達
意
的
に
し
て
規
格

の
広
大
な
る
古
文
の
復
興
に
意
を
傾
注
し
た
。
五
山
に
於
け
る
古
文
は
、
虎
関
師
錬

(
一
二
七
八
-

二
二
四
六
)が
そ
の
復
興
を
唱
え
、
中
岩
こ
れ
を
継
ぎ
、
義
堂
に
至

っ
て
純
粋
な
る
古
文
の
域
に
達
し
た
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
故
に
中
岩

の
文
は
虎
関
と
義
堂
と
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
い
え
る
。
中
岩
は
唐
代
に
於
け

る
二
大
文
豪
た
る
韓

退
之
(七
六
八
ー
八
二
四
)
.
柳
宗
元

(七
七
三
-
八
一
九
)
の
散
文
を
推
称
し
、
殊
に
韓
愈
を
学
ば
ん
と
し
た
。
建
武
中
興
に
際
し
、
国
家

の
富
強
を
計
る
た
め
に
、
弊
風
を

一
掃
し
て
そ
の
改
革
を
述
べ
た
原
民

・
原
僧
の
二
篇
(東
海

一
温
集
、
巻
三
)
は
、
韓
愈
に
於
け
る
原
道

.
原
人
の
文
体
に
拠

っ
て
作

っ
た
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
所
で
あ
る
。
中
岩
の
与
=虎
関
和
尚
ス
同
上
)
の
書
は
韓
愈

の
与
二子
嚢
陽
一書
に
、

祭
母
代
昌度
九
峰
一
(同
上
)
は
韓
愈
の
祭
二十
二
郎
一文
に
拠

っ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
こ
の
祭
母
を
始
め
と
し
て
。

祭
=幻
住
中
絶
際
一
・
祭
二

竺
倦
和
尚
一
.
祭
=義
師
立
翁
一な
ど
の
祭
文
は
東
海

一
湛
集
(巻
三
)及
び
余
滴
(上
村
観
光
、
五
山
文
集
全
集
、
第
二
輯
)
に
三
十
三
篇
を
挙
げ

て
い
る
が
、
祭
文
は
彼
の
長
と
す
る
所
で
、
実
に
筆
情
懇
切
に
し
て
韓
愈
の
及
ば
ざ
る
所
で
あ
る
。
藍
に
次
の
二
篇
だ
け
引
載
す
る
。

祭
=幻
住
中
絶
際
一

歳
在
二戊
辰
嚇
焼
燈
之
前
、
吾
辞
二絶
際
↓
絶
際
感
然
、
送
ソ吾
過
レ橋
、
雪
顧
照
レ川
、
臨
レ別
区
区
、

不
レ忍
=偶
慣
↓
日
月
蹉
陀
、

子
レ弦

四
年
、
重
来
=長
洲
嚇
水
満
二春
貝

故
径
相
移
、
新
柳
軍
レ煙
、
入
レ門
間
圭

、
主
已
逝
焉
、
悦
繭
升
レ堂
、
哀
章
累
篇

、
白
骨
奨
藥
、

紅
涙
連
連
、
金
芽
和
"露
、
徽
二質
清
泉
嚇
霊
也
昭
分
、
掲
不
レ享
レ虜
。



祭
昌義

師

立

公
翠

惟

師

、

世

二家

京

師

↓
皆

栄

二寵

禄

叫
師

当

レ計

り借

、

海
昌之

縞

服
{
東

来

=海

泪
↓
舜

昌道
亀

谷

暗
於

　寂

奄

室

唖
生

処

已

熟

、

月

也

、

夙

以

昌

険

鍛

↓
傍

罹

敗
心
凶

、

生

不

レ喩

力

、

父

鼠

二西
邦

↓
変

代

之

業

、

一
旦
掃

レ空
、

母

也

不

脊

、

叔

伯

威

窮

、
殆

死
昌道

路

嚇
独
師

厚

欄

、

尿

レ吾

為

レ命

、

既
髪

且

齪
、

育

レ我

易

レ我

、

以

解
二寒

碁
嚇
百

身

噴

レ恩

、

不

レ可

二以
尽

↓
師

帰

二甲

山

嚇
謝

昌事

大

慈

嚇
予

時

罹

レ病

、
不

レ得

'

従

レ之

,
爾

来

違

・徳

、

伏

騰

八
移

、

既

受

二僧

業

一
恨

レ不

レ依

飾

、

飛

蓬

無

レ根

、

漂
梗

無

迩

、
偶

於

福

山
↓
蔵

レ拙

自

適

、
不

レ料

忽

聞

=

師

已

告
ツ寂

、

祝

繭

魂

消

、

不

レ任

=球

暢

↓
無

由

奔

レ喪

、

叫

号

千

里

、

失

レ辞

招

些

采

=繋

干

祉

↓
大

円

鏡

中

、

局

殊

返

魎

、

惟

師

之

霊

、

必

来

歌

止

。

更

に

七

言

律

詩

の
答

禿

太

虚

一四

首

に
於

け

る
第

一
首

起

句

の
責

邑

重

レ周

軽
待

"人

は

、

韓

愈

の
原

殿

に

於

け

る

冒

頭

の

古

之

君

子

其

責

レ己

也

重

以

周

、

其

待

入

也
軽

以
約

に
擬

し

た

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

り

、

同

じ

く

七

律

の
和
一一束

白

韻

一寄

藤

刑
部

一二

首

に

於

け

る

第

一
首

起

句

の
盤

谷

泉

甘

可

隠

入

は
、

送
三李

慰

帰
=盤

谷

序

の

盤

谷

之

間

、

泉

甘

而

土

肥

、

(中
略

)、

隠

者

之

所
昌盤

旋

一

に
よ

っ
た

も

の

で
あ

る
。

そ

の
他

評
細

に
両

者

を

対

比

す

れ

ぱ

、

中

岩

の
文

の

み
な

ら

ず

詩

に
於

い

て
も

、

韓

愈

の
そ

れ

に
拠

っ
て

い

る
所

鮮

少

で
な

い

こ

と

が
首

肯

せ

ら

れ

る
。

藪

を

以

て
中

岩

が

韓

愈

か

ら

受

け

た

文

学

的

影

響

は

多

大

で

あ

っ
た

と

い
え

る

。

我

が

国

に

於

け

る
韓

柳

文

の
翻

刻

は
、

元
人

命
良

甫

が

嘉

慶

元

年

(
南
朝
元
中

四
年

、

一
三
八
七
)
に

開
版

し

た

の

が

そ

の
始

を

な

す

も

の
で
あ

る

が
、

そ

れ

は
中

岩

の
寂

(永
和
元
年

、

一
三

中
岩
円
月

の
中
国
文
学
的
背
景

(
久
須
本
)

一
五

一



一
五
二

七
五
)
後
十
二
年
な
る
を
以
て
、
彼
が
韓
柳
文
開
版
の
機
運
を
醸
成
し
た
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

蓋
し
中
岩
が
韓
柳
文
を
推
称

し
、
そ
の
開
版
を
促
が
し
た
功
は
、
日
本
開
版
史
の
み
な
ら
ず
、
日
本
漢
文
学
史
に
於
い
て
も
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

韓

.
柳
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
陶
淵
明
と
蘇
東
披
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
中
岩
は
、
六
朝
の
綺
靡
な
る
文
風

に
染
ま
ず
、
当
時
独
り
超
然
と
し
て
自
然
を
愛
し
、
田
園
詩
人
と
し
て
自
然
復
帰
を
唱
え
た
陶
淵
明
に
も
私
淑
し
た
と
思
わ
れ
る
。
彼

が
淵
明
の
帰
去
来
の
辞
を
読
む
と
題
す
る
、
或
者
の
詩
篇
を
見
て
、
感
激
し
て
所
懐
を
述
べ
た
五
言
古
詩
を
作
っ
て
い
る
。

客
有
『寄
詩
数
篇
↓
其
首
題
日
レ読
淵
明
帰
去
来
辞
嚇
余
甚
有
レ所
レ激
、
故
書
昌其
後
一云

淵
明
達
道
者
、
真
意
豊
於
7詩
、
詩
尚
非
所

レ於
、
其
外
寛
癸
為
、
帰
去
復
何
意
、
折
レ腰
誰
弗
レ辞
、
去
就
共
不
レ屑
、
不
7屑
亦
母
7思
、

鼻
レ思
猶
渉
レ思
、
是
非
総
従
「之
、
悪
詩
辱
昌淵
明
↓
淵
明
不
レ幾
レ眉
。
(東
海

一
湛
集
、
巻

一
)

こ
れ
に
依

っ
て
、
彼
が
淵
明
の
帰
去
来
辞
を
始
め
と
し
て
桃
花
源
記
等
に
於
け
る
洒
洒
落
落
た
る
悠
悠
自
適
の
心
境
に
も
、
深
く
感

得
し
た
所
が
あ

っ
た
こ
と
は
首
肯
せ
ら
れ
る
。
詩
(五
古
)
で
は
あ
る
が
、
彼
の
和
二祖
東
伝
一(二
首
、
後
掲
)
の
前
首
に
於
け
る

想
立
=東
鰹
下
↓
三
嚥
釆
=其
花
↓
悠
然
望
無
窮

の
句
は
、
淵
明
の
飲
酒
(二
十
首
)
の
詩
に
於
け
る

採
昌菊
東
籠
下
↓
悠
然
見
昌南
山
唱

の
句
を
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
宋
の
蘇
兄
弟
に
つ
い
て
は
、
中
岩
は
輯
也
彪
轍
也
善
"文

(中
正
子
、
叙
篇
)
と

評
し
、
殊
に
李
白
に
似
た
瓢
逸
奔
放
な
東
披
に
つ
い
て
、
文
明
軒
雑
談
に
於
い
て
東
披
の
詩

(既
掲
)
を
引
載
し
て
評
し
て
い
る
が
、
文

を
得
意
と
し
た
東
披
や
淵
明
に
対
し
て
も
こ
れ
を
私
淑
し
て
い
る
。
彼
等

の
か
か
る
風
格
を
お
び
た
詩
文
を
も
愛
調
し
そ
の
受
け
た
感



化
も
鮮
少
で
は
な
い
。

次
に
中
岩
の
疏
語
で
あ
る
が
、
彼
は
こ
れ
に
も
意
を
注
ぎ
か
つ
こ
れ
を
能
く
し
た
。
疏
の
作
数
は
、
虎
関

(済
北
集
)
が
五
篇
、
絶
海

(蕉
堅
稿
)が
十
三
篇
、
雪
村
(語
録
)が
三
十
二
篇
、
義
堂
(空
華
集
)が
五
十
五
篇
で
あ
る
が
、

中
岩
に
於
い
て
は
五
十
六
篇

の
多
き
に
及

ん
で
い
る
こ
と
に
徴
し
て
も
窺
見
せ
ら
れ
る
。
禅
門
の
疏
に
は
山
門

・
諸
山

・
江
湖

・
同
門
の
四
疏
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
古
文
体
と

異

っ
て
律
語

・
韻
文
の
四
六
駐
麗
体
を
な
し
て
い
る
。
虎
関
の
禅
儀
外
文
は
そ
の
形
態
を
備
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
岩

の
疏
は
必
ず

し
も
仏
禅
的
色
調
を
お
び
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
当
時
禅
林
に
於
い
て
、
疏
文
を
作
る
規
範
と
し
て
元
僧
笑
隠
大
訴
の
蒲
室
集
(十
五

巻
)
が
重
用
さ
れ
た
が
、
中
岩
も
こ
れ
に
拠

っ
た
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。

殊
に
東
海

一
湛
集
、

巻
二
に
於
け
る
次

の
疏
の
如
き
は
蒲

室
集
に
依

っ
て
得
た
る
も
の
と
い
え
る
。

万
寿
請
=無
碍
輔疏
二

(後
疏
)

豊
拠
昌西
海
之
東
嚇
朝
敏
夕
雲
景
像
可
翫

、
師
出
=前
輩
之
後
嚇
光
風
霧
月
胸
襟
堪
レ欽
、
人
境
相
如
、
古
今
希
遇
、
某
人
、
鐘
関

東

気
↓
空
=翼
北
群
↓
凌
雲
之
材
、
久
歎
昌四
十
囲
霜
皮
無
フ用
、
談
天
之
口
、
尽
推
昌三
千
銀
河
倒
ツ流
。
(以
下
省
略
)

建
長
請
二象
外
和
尚
一疏

楼
台
得
レ月
、
花
木
逢
レ春
、
盗
"反
昌樹
立
宏
達
之
本
↓
泉
石
含
7暉
、
麟
竜
呈
「瑞
、

将
復

譜故
家
全
盛
之
風
嚇
惟
大
覚
之
嫡
孫
、
宜
昌巨

福
之
盟
主
嚇
某
人
、
雅
量
納
レ海
、
雄
弁
興
レ雲
、
明
昌大
法
鴫出
昌常
情
磯
円
機
活
脱
、
閲
昌洪
猷
一
尽
幽
致
↓
風
度
爽
清
、
且
嫌
　枯
木
寒

岩
暖
気
全
無
嚇
而
況
白
雲
流
水
沢
施
不
ぴ薄
、
源
脈
分
自

一一松
下
嚇
波
浪
濫
昌於
桃
花
噸
(以
下
省
略
)

中
岩
円
月

の
中
国
文
学
的
背
景

(久
須
本
)

一
五
三



一
五
四

蒲
室
集
が
中
岩
の
詩
文
の
上
に
与
え
た
影
響
も
多
と
す
べ
き
で
、
彼
は
延
文
三
年

(
=
二
五
八
)
五
十
九
歳

の
時
、

こ
の
蒲
室
集
に
対

㎞
註
釈
を
施
し
て
い
る
。
虎
関
の
経
註
が
古
註
を
主
と
し
て
い
る
に
対
し
て
、
中
岩
は
新
註
を
主
と
し
て
い
る
を
以

て
、
彼
の
蒲
室
集

の
註
も
新
註
に
依

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
蒲
室
集

の
註
は
中
岩
を
以
て
噛
矢
と
す
べ
き
で
、
そ
れ
以
降
に
於
い
て
、
仲
芳
円
伊
(
一
三

五
四
1

一
四
一
三
)
が
蒲
室
疏
解
を
作
り
、
村
奄
霊
彦

(
一
四
〇
三
ー
一
四
八
八
)
が
蒲
室
抄
を
作
っ
て
い
る
。

玉
村
竹
二

「五
山
文
学
」

(
一
〇
〇
頁
以
降
)
に
於
い
て
、
絶
海
が
世
に
所
謂
蒲
室
疏
法
を
伝
え
て
日
本
に
於
け
る
四
六
文
作
法
を

一
変
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ

の
先
鞭
を
つ
け
た
の
が
中
岩
で
あ

っ
て
・
彼
が
四
山ハ
文
の
編
し
い
形
態
を
伝
え
た
こ
と
は
重
要
な
立暴

が
あ
る
と
し
て
い
る
。

中
岩
の
上
梁
文
は
百
丈
法
堂
上
梁
文

上
有

師̀
表
閣
一と
吉
祥
寺
新
建
昌方
丈
一上
梁
文
外
門
牌
額
日
昌不
二
境
一の
二
篇
(東
海

一
湛
集
、
巻
二
)

の
み
で
、
上
掲
の
万
寿
請
畠無
碍
疏

及
び
建
長
請
昌象
外
和
尚
疏

の
如
く
、
佳
句
麗
語
多
く
六
朝
の
文
体
を
模
し
て
は
い
る
が
、
然
し
そ

れ
は
彼

の
本
色
と
す
る
所
で
は
な
い
。

殊
に
彼
の
百
丈
法
堂
上
梁
文
は
、
唐
の
百
丈
懐
海

(七
二
〇
1
八

一
四
)
の
開
創
し
た
百
丈
山
大

智

寿
羅

寺
の
法
堂
及
び
そ
の
上
層
の
痴
下
師
表
閣
を
建
立
す
る
に
及
ん
で
、
彼
中
岩
に
そ
の
作
成
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

元
人
を
凌
い
で
異
国
の
彼
が
作
成
に
当

っ
た
こ
と
は
、
彼
が
如
何
に
華
語
に
通
じ
そ
の
文
才
の
卓
絶
し
て
い
た
か
が
知
ら
れ
る
。

百
丈
法
堂
上
梁
文

上
有
　師
表
閨

異
則
酪
無
則
禽
、

一
部
清
規
三
代
礼
楽
、
往
者
興
来
者
継
、
百
丈
法
席
四
海
竜
象
、
要
着

呂真
正
挙
楊
↓
更
須
昌斬
新
作
略
↓
上
方
主

人
、
柄
若
之
徳
、
丹
青
猶
嫌
久
而
有
レ喩
、
温
然
之
姿
、
玉
壁
全
類
廉
而
不
7劇
、
躬
=工
人
績
↓
内
謀
外
成
、
来
昌董
精
藍
乏

明
年
、

屡
営
昌幹
禎
一以
愛
レ日
、
撤
二去
此
堂
弊
↓
馴
=致
其
棟
隆
↓
層
以
昌飛
閣
一流
レ丹
、

冠
呂干
雄
峰
絶
勝
↓
結
綺
臨
春
遜
呂壮
麗
↓
太
形
王
屋
輸
　

魏
峨
嚇
地
属
昌洪
都
↓
訪
嵐

恰
同
=縢
王
之
作
嚇
梯
升
畠雲
漢
一望
世
界
↓
豊
待
出張
審
之
櫨
嚇
手
摘
星
辰
嚇
肩
過
二日
月
↓
天
下
師
表
、
十
八



世
而
中
興
、
上
方
霊
躍
、

五
百
載
之
余
烈
、

当
レ作
昌師
子
吼
於
師
子
座
よ

宜
7脱

野
狐
身
於
野
狐
窟
中
嚇
愛
挙
呈脩
梁
一輯
唱
呂短
頒
輔

児
郎
偉
抱
二梁
東
↓
迦
葉
峰
高
挿
太
空
↓
雨
憲
煙
消
風
景
好
、

鳥
輪
発
彩

著
昌円
弩
↓
児
郎
偉
鎚
簗
南
輔
仙
花
籏

レ錦
、
水
接
藍

、
渾

無
ヨ俗
駕
到
昌霊
境
↓
八
面
車
輪
鎖
翠
嵐
↓
児
郎
偉
抱
昌梁
西
嚇
雄
嶺
衝
レ雲
天
宇
低
、
暁
起
郵
伽
↓
乗
月

立
、
断
腸
霜
貌

一
声
哺
、
児
郎

偉
拗
昌梁
北
↓
天
柱
高
分
地
勢
極
、
偉
彼
昭
回
如
旬

レ承
、
山
河
在
レ掌
、
生
顔
色
鴫
児
郎
偉
麺
簗
上
嚇
唐
朝
古
刹
人
威
仰
、
梵
音
依
レ

約
白
雲
中
、
鬼
護
神
呵
来
二胎
饗
↓
児
郎
偉
拗
昌梁
下
↓
風
俗
由
来
自
爾
雅
、
山
冷
桑
麻
長
稽
遅
、
水
清
花
竹
秀
而

野
、
上
梁
之
後
、

伏
願
宗
猷
与
レ時
僧
行
、
綱
要
不
墜

、
帝
徳
致
レ遠
能
化
、
基
業
長
存
、
五
気
相
和
、
六
民
同
利
。

次
に
彼
の
説
及
び
論
で
あ
る
が
、
東
海

一
湛
集
に
そ
の
作
数
を
徴
す
る
と
、
説

(巻
二
)
は
四
十
七
篇
に
し
て
、
論

(巻
三
)
は
僅
か
二

篇

の
み
に
過
ぎ
な
い
。
説
の
四
十
七
篇
中
、
殊
に
復
初

・
剛
中

・
天
泉

・
温
中

・
居
潜

・
方
中

・
道
行

・
虚
中

・
不
疑
の
諸
説
は
、
主

と
し
て
易

・
中
庸
な
ど
の
儒
教
思
想
を
解
明
し
て
い
る
も
の
で
、
全
く
儒
家
の
経
説
と
異
な
る
所
が
な
い
。
中
岩

の
儒
学
思
想
に
つ
い

て
は
、
稿
を
改
め
る
の
で
藪
で
は
省
略
す
る
が
、
各
説
に
於
け
る
儒
家
思
想
の

一
端
を
記
し
て
お
く
。

居
漕
説
に
所
謂
躍
手

淵
一飛
昌干

天
一は
、
詩
経
(大
雅
、
早
麓
篇
)
の
鳶
飛
戻
レ天
、
魚
躍
亀子
淵
一或
は
易
経
(乾
卦
)
の
或
躍
在
レ淵
(九
四
)、
飛
竜
在
レ天
(九
五
)
の
句
を
模
し
た

も

の
で
あ
る
。
中
庸

(第
十
二
章
)
に
こ
の
詩
経
の
句
を
載
せ
て
、
道
の
隠
微
に
し
て
普
遍
、
そ
の
所
を
得
て
昭
著
な
る
こ
と
を
現
わ
す

費
隠
を
説
い
て
い
る
。
な
お
居
潜
説
の
竜
徳
而
隠
者
也
は
易
、
乾
卦
の
文
言
伝
の
同
句
を
引
載
し
て
い
る
。
次
に
温
中
説
の
球
暢
側
隠

之

心
は
孟
子
(公
孫
丑
、
上
)
に
あ
り
、
喜
怒
哀
楽
之
機
未
レ発
昌乎
用
一也
は
中
庸

(第

一
章
)
の
喜
怒
哀
楽
之
未
発
謂
二之
中
輔に
よ
る
も
の
で

㈱

あ

る
。
な
お
温
中
説
に
は
、
易
の
繋
辞
上
伝
に
所
謂
顕
仁
蔵
用
を
引
い
て
温
中
を
説
い
て
い
る
。
説
四
十
七
篇
中
に
於
い
て
、
特
に
儒

教
的
色
彩
を
お
び
て
い
る
居
潜
説
と
温
中
説
の
二
篇
を
藪
に
引
載
し
て
お
く
。

中
岩
門
月
の
中
国
文
学
的
背
景

(久
須
本
)

一
五
五



一
五
六

居
漕
説

乾
之
妬
其
孫
日
昌潜
竜
↓
竜
徳
而
隠
者
也
、
隠
也
者
居
昌乎
不
見
之
地
嚇
凡
徳
而
不
レ居
二其
位
一者
有
レニ
、
其

一
以
レ不
レ得
レ時
也
、
其

一

以
=謙
之
道
一也
、
謙
者
巽
也
、
巽
権
也
、
由
レ是
言
乏

、

謙
亦
計
昌時
之
可
否
一者
也
、

不
知

レ之
者
以
レ巽
レ林
為
7謙
、

非
昌君
子
之
道

也
、
侍
レ予
者
名
日
レ謙
、
実
称
焉
、
予
字
乏

日
昌居
漕
嚇
潜
者
必
見
、
見
者
乾
乾
不
息

、
而
後
躍
昌子
淵
一飛
手
天
↓
与
レ時
借
進
則
可

　
。

温
中
説

温
之
称
者
、
球
場
側
隠
之
心
、
已
著
一一乎
仁
一也
、
中
之
言
者
、
喜
怒
哀
楽
之
機
未
レ発
一一乎
用
一也
、
孔
子
日
、

顕
=諸
仁
一蔵
一諸

用
叫
説

者
日
、
顕
レ仁
者
用
之
形
也
、
蔵
レ用
者
仁
之
心
也
、
是
故
温
二其
形
↓
而
球
場
側
隠
之
心
已
著
　
、

中
昌其
心
剛
而
喜
怒
哀
楽
之
機
未
7

発
　
、
形
也
者
可
レ見
、
故
日
レ顕
、
心
也
者
匠
レ見
、
故
日
レ蔵
、
錐
レ然
形
之
与
レ心
不
7可
7離
也
、

然
則
温
由
7中
温
、

中
由
レ温
中
、

惟
温
故
富
有
焉
、
惟
中
故
日
新
焉
、
富
有
之
謂
天
業
↓
日
新
之
謂
=盛
徳
↓
所
謂
鼓
=万
物
一而
不
㌃与
聖

人
一同
台
憂
者
、
温
中
之
謂
鰍
、

友
人
良
上
人
求
レ字
、
以
昌温
中
輔命
焉
、
又
求
7説
、
上
人
有
レ志
二易
学
↓
故
喜
而
作
レ之
、
上
人
者
筑
之
筥
崎
人
也
、

掌
蔵
子
京
之
東

福
一云
。

論
の
二
篇
は
道
物
論
と
鰻
鵬
論
と
で
あ
る
が
、
極
め
て
長
篇
で
、
こ
れ
は
儒
教
思
想
で
は
な
く
、
専
ら
道
教
殊

に
荘
子

の
思
想
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
。
道
物
論
は
、
物
論
を
斉

一
し
て
虚
無
の
世
界
、
す
な
わ
ち
道
枢
に
至
る
べ
き
と
す
る
斉
物
論

(内
篇
、
第
二
)
の
思

想

に
よ
っ
て
展
開
し
て
お
り
、
な
お
応
帝
王
篇

(内
篇
、
第
三
)
に
於
け
る
至
虚

の
境
に
心
游
す
る
無
名
人
と
天
根

の
会
話
の

一
節
を
引



載
し
て
い
る
。

天
根
遊

於
股
陽
嚇
至
=蓼
水
之
上
嚇
適
遭
」無
名
人
↓而
問
焉
日
、
請
問
レ為
昌天
下
鴫
無
名
人
日
、
去
、
汝
鄙
人
也
、
何
問
之
不
γ預
也
、

予
方
将
ア与
昌造
物
者
一為
レ人
、
厭
則
又
乗
昌葬
砂
之
鳥
嚇
以
出
昌六
極
之
外
↓
而
遊
昌無
何
有
之
郷
嚇
以
処
中墳
娘
之
野
占。

鰻
鵬
論
は
荘
子
の
迫
遙
游
篇

(内
篇
、
第

一
)
に
よ

っ
た
も
の
で
、
無
何
有
の
境
に
優
遊
自
適
す
る
鰻
鵬
に
つ
い
て
論
じ
、
迫
遙
游
篇

の
冒
頭
の
次
の
文
を
引
載
し
て
い
る
。

北
冥
有
"魚
、
其
名
為
レ鰻
、
鰻
之
大
不
知

=其
幾
千
里
鴎也
、
化
而
為
レ鳥
、
其
名
為
レ鵬
、
鵬
之
背
不
り知
昌其
幾
千
里
一也
。

説
或
は
論
で
は
な
い
が
、
中
岩
の
五
言
律
詩
の
中
に
荘
子
に
つ
い
て
次
の
詩
が
あ
る
。

読
亀在
宥
篇
↓
摘
敢
篇
中
語
↓
以
成
=五
言
八
句
嚇
数
昌
一
進

一
退
体
輔

尭
桀
治
天
下
↓
悟
愉
不
り得
「皆
、
陰
陽
分
喜
怒
嚇
居
黙
見
昌竜
雷
↓
擁
倖
較
出存
喪
↓
愴
嚢
引
昌脆
斎
噴
鴻
蒙
何
等
者
、
雀
躍
実
奇
哉
。

(東
海

一
湛
集
、
巻

一
)

こ
れ
は
荘
子
、
外
篇
の
在
宥
篇
を
精
調
し
て
篇
中
の
諸
語
を
摘
記
し
て
作

っ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
が
引
い
た
諸
語
を
在
宥
篇
に
徴
し

て
順
次
列
挙
し
て
み
よ
う
。

昔
尭
之
治
二天
下
一也
、
(中
略
)、
是
不
括

也
、
桀
之
治
昌天
下
図也
、
(中
略
)、
是
不
レ愉
也
。

人
大
喜
邪
、
既
一於

陽
嚇
大
怒
邪
、
砒
一一於
陰
司

戸
居
而
竜
、
淵
黙
而
雷
声
。

幾
何
僥
倖
而
不
レ喪
昌人
之
国
一乎
、
其
存
入
之
国
一也
、
無
一方

分
之

一
嚇
而
喪
昌人
之
国
一也
。

中
岩
円
月
の
中
国
文
学
的
背
景

(久
須
本
)

一
五
七



一
五

八

乃
始
衡
巻
愴
嚢
而
乱
昌天
下
哨也
。

乃
斎
戒
以
言
レ之
、
脆
坐
以
進
7之
。

鴻
蒙
方
将
射
脾

鵠
躍
而
遊
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
彼

の
こ
の
五
言
律
詩
は
、
在
宥
篇
の
殆
ん
ど
全
般
に
わ
た
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
道
物

・
鰻
鵬
の
両
論
及
び
五
言

律
詩
は
、
宛
然
荘
子
に
接
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
中
岩
は
老

・
列
両
子
よ
り
も
荘
子
を
私
淑
し
、
こ
れ
を
普
く
渉
猟
し
深
く
そ
の
思

想

に
精
通
し
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
荘
子
の
超
脱
的
な
文
学
的
作
品
を
心
か
ら
愛
好
し
て
い
た
。

東
海

一
温
集

・
別
集

・
余
滴
に
所
収
の
詩
文

・
雑
著
と
そ
の
作
数
を
列
挙
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

序 祭 雑 説 疏 賛 絶 律 古

文 文 句 体 詩

四
三

五
八

一
一
六

七
〇

五
六

四
七五

三
五四

行 仏 乗 論 記 書 表 銘 上
梁

状 事 炬 文

一・ 〇 七 二 四 八 二 四 二



祓

一

中
正
子

一
〇

手

簡

一

自
歴
譜

一

拮

香

一
八

以
上
は
上
村
観
光

「五
山
文
学
全
集
」

詩
文
部
、

第
二
輯

の
刊
本
に
徴
し
た
の
で
あ
る
が
、

次
の
も
の
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

(内
閣
文
庫
)
蔵
の
写
本
、
東
海

一
湛
集
所
収
の
も
の
で
書
名
を
挙
げ
て
お
く
。

弁
朱
文
公
易
伝
重
剛
之
説

藤
陰
環
細
集
、
上
下

語

録

日
本
史

蒲
室
集
註

中
岩
の
作
品
は
、

一二二

(
焼
棄
処
分

)

(不

伝

)

古
詩

・
律
詩

・
絶
句

・
賛

・
疏

・
銘

・
論

・
説

・
随
筆
か
ら
法
語

・
偏
頒
に
及
ん
で
、
そ
の
分
野
が
極
め
て
広
汎

で
あ
っ
て
、
殊
に
賦
は
我
国
に
於
け
る
大
宗
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
彼

の
詩
は
李

・
杜
の
風
を
模
し
て
盛
唐
に
則
を
と
っ
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
文
に
於
い
て
は
韓

・
柳
を
模
し
て
範
を
中
唐
に
得
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
古
文

の
大
家
で
あ
る
韓

・
柳

や
、
そ
し
て
彼
が
修

也
宗
レ韓
也

(中
正
子
、
叙
篇
)
と
述
べ
て
い
る
如
く
、
そ
の
後
継
者
と
し
て
古
文
の
復
興
に
尽
し
た
宋
の
欧
陽
修
(
一
〇
〇
六
-

一
〇
七

一
)

等
と
同
じ
く
、
古
文
を
唱
え
そ
の
復
帰
に
意
を
注
い
た
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
韓

・
柳

・
欧

の
影
響
に
よ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

彼

の
詩
文
に
は
易

・
中
庸
及
び
杜

・
韓
の
儒
教
的
な
面
が
存
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
他
面
に
於
い
て
荘
子
及
び
李

・
蘇
の
如
き
道
教

中
岩
円
月
の
中
国
交
学
的
背
景

(久
須
本
)

一
五
九



一
六
〇

的
な
傾
向
を
も
お
び
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
中
岩
の
詩
文
は
、
李

・
杜

・
韓

・
柳

・
欧
そ
の
他
、
陶

・
白

・
蘇
な
ど

を
私
淑
崇
尚
し
、
彼
ら
巨
匠
の
高
雅
な
風
を
受
容
し
た
こ
と
は
、
如
何
に
抱
負
が
非
凡
で
造
詣
が
深
か

っ
た
か
が
知
ら
れ
る
と
共
に
彼

に
与
え
た
文
学
的
影
響
を
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
東
海

一
湛
集

・
別
集

・
余
滴
、
殊
に
彼
が
心
血
を
傾
注

し
た
珠
玉
の
名
篇
で

あ
る
中
正
子
十
篇
は
儒
学
思
想
を
解
明
し
た
も
の
で
、
彼
に
於
け
る
卓
絶
し
た
文
才
と
博
深
な
学
識
と
を
示
す
も
の
と
い
う
べ
き
で
、

彼
を
以
て
五
山
文
学
否
日
本
詩
僧
に
於
け
る
雄
と
い
え
る
。
藪
を
以
て
師
蛮
(
一
六
二
六
ー

一
七
一
〇
)
は
本
朝
高
僧
伝
の
賛
に
於

い
て

本
朝

紬
林
有
一一文
章
一以
還
、
無
昌抗
レ衡
者
嚇
可
レ謂
=光
前
絶
後
凶也
。
(巻
三
一二
、
円
月
伝
)

と
絶
称
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
岡
田
正
之

「
日
本
漢
文
学
史
」
に
於
い
て
、
中
岩
を
虎
関
と
雪
村
友
梅
(
=
一九
〇
ー

二
二
四
六
)
に
比
し

て

、

三
師
の
学
徳
は
容
易
に
軒
輕
す
べ
か
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
単
に
漢
文
学
の
上
よ
り
之
を
見
れ
ぱ
、
中
岩
は
伯
兄
の
地
位
を
占
め
、

虚
関
は
仲
に
し
て
、
雪
村
は
叔
季
た
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。
(三
二
八
頁
)

と
評
し
て
い
る
が
、
中
岩
は
日
本
漢
文
学
史
上
首
位
に
あ
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
五
山
文
学
に
於
い
て
中
岩

の
詩
は
絶
海
に
比
肩

し
義
堂
に
伯
仲
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
寧
ろ
優
位
に
あ
る
も
の
と
評
す
べ
き
で
あ
る
。
五
山
文
学
の
双
壁
と
さ
れ

て
い
る
義
堂
と
絶
海

を
世
に
二
妙
と
称
し
て
い
る
が
、
中
岩

の
存
在
を
看
過
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
義
堂
を
し
て
文
才
た
ち
し
め
た
の
は
、
そ
の
師
中

岩
に
他
な
ら
な
い
。
中
岩
の
門
か
ら
能
文
の
義
堂
を
輩
出
し
た
こ
と
は
、
五
山
文
学
史
上
重
要
な
意
義
を
も
つ
も

の
で
あ
る
。
中
岩

の

骨
力
に
於
い
て
は
、
到
底
義
堂
や
絶
海
が
企
及
し
得
な
い
所
で
あ
る
。
中
正
子
は
勿
論
、
詩

・
文

・
説

・
論
な
ど
に
於
い
て
も
、
儒
学

殊
に
宋
学
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
る
も
の
で
、
蓋
し
足
利

・
徳
川
時
代
に
於
け
る
学
風
の
源
流
を
な
し
た
も

の
と
も
い
え
る
。
中



岩

の
詩
文
そ
の
他
の
文
学
的
作
品
は
、
極
め
て
卓
絶
し
中
国
文
学
の
粋
を
集
め
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
、
彼
に
及
ぼ
し
た
中
国
文
学
殊

に
唐
代
文
学
の
影
響
は
多
大
で
あ

っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
彼
の
詩

・
文

・
説

・
論
そ
の
他
の
著
作
に
は
中
国
文
学
的
背
景
が
濃
厚

で
、
こ
れ
を
無
視
し
て
彼
の
思
想

・
文
学
を
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(1)(2)

贈
昌張

学
士
一井
序

予
既
遊
二盧
阜
↓
将
レ過
二番
易
頃
買
一舟
彰
藪
碗
不
レ可
レ往
也
、
信
一一宿
落
星
寺
↓
観
瀾
張
学
士
会
レ藪
、

出
一一吟
稿

一示
レ予
、

且
談

以
昌太
極
無
極
之

義
↓
以
及
二
一
貫
不

二
之
道
↓予
亦
以
レ詩
遺
レ之

客
邸
細
読
観
瀾
文
、

風
清
四
座
収

塵

気
↓
三
復

之
後

猶
未
レ厭
、
無
レ
那
冬
日
将

昌黄
昏
↓
夢
中
得
レ
句
参
=李
杜

画
郊
島
痩
寒
何

足
レ
云
、

詩
之
於
レ

道
為
　小
技
↓
試
将
昌大
道

一倶
相
論
、
究
昌尽
幽
明

一帰
二無
極
暗

一
　貫
儒
仏

一空
二諸
群
↓
楊
墨
申
韓
寧
復
数
、
荘

老
虚

玄
猶
弗
レ援

、
天
賜
昌先
生

一不
レ

失
レ時
、
今

上
政
是
清
明
君
、
貯
看
場
屋
得
レ意
後
、
護
法
著
レ論

母
昌相
譲
司

(
東
海

一
湛
集
、
巻

一
)

中
岩

は
正
中

二
年

(
元
、
泰
定

二
年

)
一
三
二
五
年

入
元
し
て
、
帰
朝

す
る
元
弘
二
年

(
北
朝
、

正
慶
元
年
、
元
、
至
順

三
年
)
=
二
三
二
年

に
至

る
間

、
学

士
張
観
瀾

と
会

い
、
周
灘
渓

(
一
〇

一
七
-

一
〇

七
三
)
及
び
朱
晦
蕎

(
一
=
二
〇
1

一
二
〇
〇
)
の
太
極
説

に
つ
い
て
論
じ
、

更

に
儒

仏
不
二
説

に

つ
い
て
も
論
及

し
た
の
で
あ

る
。

こ

の
詩

に
徴

し
て
、
張

学
士
が
提

示
し
た
吟
稿

に

つ
い
て
は
知

る
こ
と
が
で
き
な

い
が
、

中
岩

は
こ
れ
を
精
読

す
る
こ
と
再

三
な
る
も
未

厭
と
あ
る
か
ら
、

い
か
に
中

岩

の
意

に
契
合
し
た
か
が
窺

わ
れ
る
と
共

に
、

両
者

の
詩

の
贈

答
や
会

談

か
ら
し

て
も
親
交

の
浅

か
ら
ざ

る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

中

岩
は
約
そ
八
年

の
在
元
で
あ
る
か
ら
、

張
学
士
は
勿
論

そ
れ
以
外

の
多
く

の
碩
学

巨
儒

と
交

わ

っ
て
、
儒
学
を
論
じ
そ

の
要
諦

を
把
握
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

偶
看
昌杜
詩

一有
レ感

而
作

久
廃
成
　野
趣

暗
早
涼
読
二杜
詩
碗
男
児
功
名
遂
、
亦
在
昌
老
夫
時
夙
起
レ
予
回
盲

瀬

頃
庭
樹
梢
秋

麗
、
弥
信
畠古
賢
語
↓
馨
　之
病
遇
ツ医
、
我
本
勇
夫

子
、

堕
レ地
爺

横
罹
、
祝
レ髪

学
　
西
仏
蝋
心
空
是

立
レ
基
、

一
得

二空
レ心
尽
碗
万
縁
威
相
随

、
翻
レ弦
偏
縦
レ性
、
天
地
誰
願
レ之
、
諮
達
存
二大
度
(
局

　
何
其

羅
、
是

夏
惜
陰

住
、
屋
簸

暑
毒
、
突
裸
裡
無
二礼
法

軸
聴
渠
療
児
哩

、
或
面
昌朧
磁
子
↓
叱
弗
レ問
二尊
卑
{
狂
名
増
遠
扇
、
衆

口
金
可
レ廉
、

中
岩
円
月
の
中
国
文
学
的
背
景

(久
須
本
)

一
六

一



㈲(4)(5)(6)

一
六
二

自
今

天
化
レ
我
、
爽
気
多
多
来
、
職
学
母
昌厭
倦
↓
式
副
畠初
心
期
(
進
修
求
レ鐵
レカ
、
祖
父
遺
昌清
規
司

(東
海

一
湛
集
、
巻

一
)

敷
二
老
杜

一戯
作
二俳
借
体

一

目
本
自
無
レ虎
、
夜
半
何
有
レ菱
、
触
レ藩
非
晶抵
羊
碗
作
レ怪
応
=狐
狸
碗
煙
荒
雲
冷
処
、
天
陰
月
黒
時
、
隻
履
似

レ催
レ
我
、
帰
去
未
レ葱
レ期
。

(同

上
)

止
止
篭
前
来
禽
著
レ花
、
花
容
頻
似
昌蒼
萄
嚇
而
糀
淡
紅

可
レ愛
也

、
敷
昌楽

天
体
{
作
昌
来
禽
碗
嘲

　蒼
萄
一

一
首

来
禽
花
綻
似
　蒼
萄
嚇
蒼
萄
応
レ無

昌此
淡
紅
↓
六
出
還
昌君
能
学
つ雪
、
不
レ干
三桃
李
共
昌春
風
一ρ

(同
上
)

杜
少
陵
詩
集

に
は
、
自
然
現
象

に

つ
い
て

の
悲
歎
憂
痛
な
詩
が
極
め

て
多

い
が
、
次

の
も

の
は
暴
風
歌

と
し

て
代
表
的
名
作

で
あ

る
。

楠
樹
為
融風
雨
所
つ抜

歎

碕
・
江
檎
樹
草

堂
前
、

古
老
相
伝

二
百
年
、

諒
・茅
卜
・居
総
為
レ此
、

五
月
髪
髭
聞
昌寒
蝉
碗
東
南
瓢
風
動
レ地

至
、

江
翻

石
走
流
昌雲
気
暗
幹
排
昌雷

雨
一猶
力
争
、

根
断
昌
泉
源
一豊

天
意
、
槍
波
老
樹
性
所
レ愛
、

浦

上
童
童

一
青
蓋
、

野
客
頻
留
催
昌雪

霜
{
行
人

不
レ
過
聴
昌竿
籟

{
虎
倒
龍
顛
委
昌榛

棘
納
涙
痕

血
点

垂
二
胸
臆
↓
我
有
昌新
詩

一何
処
吟
、
草
堂
自
レ此
無
二顔
色
司

茅
屋
為
昌秋
風
所
ツ破
歌

八
月
秋
高

風
怒
号
、

巻
二我
屋

上
三
重
茅
碗
茅
飛
渡
レ
江
漉
昌江
郊
画
高

者
桂
容
長
林
梢
、

下

者
瓢
転
沈
昌塘

拗
↓
南
村
群
童

欺
昌我
老
無

ヤカ
、

忍
能

対

面
為
昌盗
賊
軸
公
然
抱
レ茅

入
レ竹
去
、
唇
焦

口
燥

呼
不
レ
得
、
帰
来

僑
レ
杖
自
嘆
息

、
俄
頃
風
定

雲
墨
色
、
秋
天
漠
漠
向
　昏
黒
碗
布
裳
多
年
冷
似
レ

鉄
、
嬌
児
悪
臥
踏
裏
裂
、
鉢
頭
屋
漏
無
昌乾
処
↓
雨
脚
如
レ麻
未
二断
絶
↓
自
レ経
　喪
乱

一少
昌睡
眠
↓
長
夜
浩
湿
何
由
徹
、
安
得
広
厘
千

万
間
、
大
庇
二

天
下
寒

士
一倶
歎
顔
、
風

雨
不
レ動
安
如
レ山
、
鳴
呼
何
時
眼
前
突
兀
見

　此
屋
噴
吾
盧
独
破
受
篇凍
死

一亦

足
。

銭

塘
懐
古
次
レ韻

天
目
山
崩
炎
運
但
、
東
南
王
気

委
昌
平
蕪

{
鼓
蓬
声
震
三
州
地
、
歌
舞
香
消
十
里
湖
、
古
殿
重
尋
芳
草
合
、
諸
陵
何
在
断
雲
孤
、

百
年
江
左
風
流

尽
、
小
海
空
環

旧
版
図
。

興
亡

一
夢
歳
云
狙
、
葵
麦
春

風
久
就
レ蕪

、

父
老
何

心
悲
昌往
事

(
英
雄
有
レ恨
満
昌平
湖
↓
朱
崖
未
レ洗

三
軍
血
、

瀬
国
空
帰

六
尺
孤
、

天
地

百
年

同
昌戯

劇
{
燕
人

又
献
昌督
山几
図
司

(絶
海
、
蕉

堅
稿
、
七
言
律
詩
)

絶
海
中
津
は
臨
済
宗

に
属
し
蕉

堅
道
人
と
号
し
た
。

十
三
歳

に
し
て
夢
窓
国
師

に
侍

し
、

十

八
歳
に
し
て
建
仁
寺
に
赴
き
龍

山
徳
見

に
参
究

す



(7}(8)(9)(10)⑳(12)

る

こ
と
十

二
年
。
応

安
元
年

(
一
三
六
八
)
入
明
し
て
諸
家
を
歴
訪
し
、
殊

に
太
祖

は
そ

の
声
誉

を
聴

き
召
見

し
て
法
要
を
諮
詞

し
恩
寵
を
受
け

た
。
天
授

二
年
(
一
三
七
六
)
帰
朝
。
同
六
年

慧
林
寺
に
開
法

し
、
の
ち
天
龍

・
等
持

に
歴
住
し
、
応
永
十

二
年

(
一
四
〇
五
)
四
月
示
寂
。
年

七

十
。
特
に
詩
を
能
く
し
著
作
に
絶
海

録

・
蕉

堅
稿

が
あ
る
。

原
人

・
原
道

・
原
性

・
原
鬼

・
原
般
を
五
原
と
称
し
て

い
る
。

原
と
は
文

体

の
名
で
元
始
に
遡

っ
て
本
原

を
推
論

す
る
も

の
で
あ

る
。

原
入
以

外
は
長
篇
で
あ
る
か
ら
梢
短
篇

の
原
人

の
み
弦

に
引
載

し
て
お
く
。

形

　於

よ

者
謂

乏

天
融
形
昌於
下

一老
謂
昌之
地
↓
命

=於
其

両
間
一者

謂
二之
人
{
形
昌於

上
↓
日
月
星
辰
皆

天
也

、

形
昌於
下
{
草
木
山
川
皆
地
也
、

命

昌於
其

両
間
↓
夷
猷

禽
獣
皆

人
也
、
日
然
則
吾
謂
昌
禽
獣

人
一可
乎

、
日
非
也
、
指
レ
山
而
問
焉

日
、

山
乎
、

日
レ山
可
也
、

山
有
二草
木
禽
獣
{
皆

挙
レ
之
　
、
指
　
山
之

一
草
両
而
問
焉

日
、

山
乎
、

日
レ山
則
不
可
、

故
天
道
乱
、

而
日
月
星
辰
不
レ
得
二其

行
一
地
道
乱
、

而
草
木
山
川
不
レ得
昌其

平
嚇人
道
乱
、
而
夷
秋

禽
獣

不
レ得
昌
其
情

噛
天
者
日
月
星
辰
之
主
也
、
地

者
草
木

山
川
之

主
也
、
人
者
夷
猷
禽
獣
之
主
也
、

主
而
暴
レ之
、
不
レ得
昌

其
為
レ
主
之
道
二
突
、
是
故

聖
人

一
視

而
同
レ仁
、
篤
レ近

而
挙
レ遠

。

答

昌充

太
塵

責
レ己
重
レ周
軽
待
レ人
、
寧
将
　
土
草

忽
　其

身
嚇
燭

　除

雑
毒

}瓠
中
海
、

清
昌浄
根
塵

一教
外
春
、

児
女
学
レ糀
時
様
媚
、

丈
夫
更
レ化
古
風
淳
、

自
二

従
離
索

一同
門
闊
、
独
喜
吾
児
馨
歎
頻
。

和
昌東
白
韻

一寄

藤

刑
部

一

盤

谷
泉

甘
可
レ隠
レ人
、
龍
蛇
久
塾
以
存
レ身
、

已
応
昌東

面
風
吹
ツ凍
、

相
次
南
枝
花
発
レ春
、
衆
酔
難
レ容
屈
原
醒
、
道
溜
惟
見
孟
輌
淳

、
往

来
満
レ

屋
賢
豪
裡
、
莫
レ罵
丁
丁
啄
木
頻
。

中
岩

の
自
歴
譜

(東
海

一
湛
集
、
巻

五
)
の
延
文

三
年
条

に
秋
冬
註
昌釈
蒲
室
集

一と
あ

る
が
、
本
朝
高
僧
伝
及
び
延
宝
伝
燈
録

に
は
記
載

さ
れ
て

い
な

い
。
彼

の
蒲
室
集
註
釈

は
散
侠
し
て
現
在
伝
わ

っ
て
い
な

い
。

単
対
句
と
隔
対
句
と

の
配
列
に
定
型
を
作

つ
た
も

の
で
、
そ

の
単
対
と
は
相
続
く

二
句
が
相
互
に
対
偶
と
な
る
も

の
で
、

隔
対

と
は
四

句
を
以

て

一
対
と
し
第

一
句
は
第
三
句
と
対
偶
し
第

二
句
は
第

四
句
と
対
偶
す
る
も

の
で
あ
る
。

百
丈
山

の
法
堂
及
び
天
下
師
表
閣
を
建
立
し
た

の
は
、

禅
林
清

規

の
礪
矢

と
さ
れ
て

い
る
唐

の
百

丈
懐
海

の
撰
し

た
百
丈
清
規

(
二
巻
、

百
丈

中
岩
円
月
の
中
国
文
学
的
背
景

(久
須
本
)

一
六
三



一
六
四

(13)

古
清
規
)
を
、
至
元
二
年
(
二
三
二
六
)
勅
命

に
依

っ
て
再
興
す
る
た
め
、

諸
清

規
を
集
成

し
て
東
陽
徳
輝

に
勅
修
百
丈
清
規

(四
巻
)
を
編

せ
し

め
て
百
丈

の
遺
徳

と
そ

の
功
績

を
伝
え
る
た
め
で
あ
る
。

こ

の
勅

修
百
丈
清

規
は
勅
修
清

規
と
も
或

は
至
元
清
規

と
も
称

さ
れ
て
い
る
。

顕
仁
蔵
用
と
は
、

自
然
界
に
於
け
る
易

の
道
は
万
物
を
生
成
化
育
さ
せ
る
所

の
仁
と
し
て
顕
現
し
て

い
る
が
、
'そ
の
作

用
は
形
　

な
く
全
く

不

可
見
な
も

の
と
す
る

の
で
あ
る
。
中

岩
は
顕
仁
を
以
て
温

と
し

用

の
形
と
し
、
蔵
用
を
以
て
中
と
し
仁

の
心
と
す
る
も

の
で
、

そ
の
形

と
心
と

は
不
可
離
的
関
係
に
し
て
、

形
は
可
見
な
も

の
で
あ
る
が
心
は
不
可
見
な
も

の
と
し
て

い
る
。

こ

の
易
と
仁
と

の
関
係
も
天
人
両
道

の
相

即
不

離
観
を
述

べ
た
も

の
で
、
彼

の
易
学
に
対
す
る
造
詣

の

一
端
が
知
ら
れ

る

。

(昭
四
三
、
九
、
五
、
稿

)


